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美
し
い
環
境
を
未
来
に
残
す
に
は
　
ま
ず
家
庭
か
ら

　
　
「
環
境
を
守
る
」
大
き
な
カ
ギ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
の
減
量
化

美
し
い
環
境
を
未
来
に
残
す
に
は
　
ま
ず
家
庭
か
ら

　
　
「
環
境
を
守
る
」
大
き
な
カ
ギ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
の
減
量
化

美
し
い
環
境
を
未
来
に
残
す
に
は
　
ま
ず
家
庭
か
ら

　
　
「
環
境
を
守
る
」
大
き
な
カ
ギ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
の
減
量
化

現
在
の
物
質
的
な
豊
か
さ
を
求
め
る
生
活
ス
タ
イ
ル
は
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大

量
廃
棄
を
生
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
に

よ
る
地
球
温
暖
化
や
森
林
の
減
少
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
な
ど
地
球
規
模
で
の
環
境
劣
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
温
暖
化
が
こ
の
ま
ま
進
む
と
、
干
ば
つ
や
熱
波
、
海
面
上
昇
、
洪

水
な
ど
、
い
ま
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な
異
常
気
象
が
頻
発
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
事
態
に
対
処
す
る
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
身
近
な
環
境

問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
物
質
的
な
豊
か
さ
を
求
め
る
生
活
ス
タ
イ
ル
は
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大

量
廃
棄
を
生
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
に

よ
る
地
球
温
暖
化
や
森
林
の
減
少
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
な
ど
地
球
規
模
で
の
環
境
劣
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
温
暖
化
が
こ
の
ま
ま
進
む
と
、
干
ば
つ
や
熱
波
、
海
面
上
昇
、
洪

水
な
ど
、
い
ま
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な
異
常
気
象
が
頻
発
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
事
態
に
対
処
す
る
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
身
近
な
環
境

問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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ま
ず
、
私
た
ち
の
身
近
な
環

境
問
題
と
し
て
「
ご
み
」
が
あ

り
ま
す
。
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
を
支
え
た
大
量
生
産
・
大
量

消
費
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊

か
に
、
便
利
に
し
た
反
面
、
大

量
廃
棄
に
よ
っ
て
大
気
や
水
質
、

土
壌
を
汚
染
さ
せ
ま
し
た
。

　
市
内
で
も
一
般
家
庭
か
ら
出

さ
れ
る
ご
み
の
量
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に

つ
れ
て
、
本
市
の
平
成
五
年
度

の
ご
み
処
理
経
費
は
、
約
三
億

四
百
二
十
二
万
円
で
し
た
が
、

十
年
度
で
は
約
三
億
八
千
九
百

四
万
円
、
十
五
年
度
で
は
、
四

億
三
千
四
百
三
十
一
万
円
と
年
々

増
加
し
、
大
き
な
財
政
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
（
処
理
経
費
は
、

ご
み
の
収
集
・
運
搬
経
費
、
焼

却
な
ど
の
中
間
処
分
経
費
、
埋

め
立
て
な
ど
の
最
終
処
分
経
費

を
含
め
た
も
の
を
い
い
ま
す
）
。

　
な
お
、
施
設
建
設
経
費
を
含

め
る
と
、
十
五
年
度
は
約
八
億

九
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
減
量
化
は

        

　
　
　
　
　
ま
ず
家
庭
か
ら

な
ぜ
有
料
化
に
？

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
の

消
費
社
会
か
ら
循
環
型
社
会
へ

と
意
識
を
転
換
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
循
環
型
社
会
と

は
、
生
産
か
ら
、
消
費
、
回
収
、

再
資
源
化
、
生
産
と
循
環
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
豊
か
な
生
活
に
慣
れ
て
し

ま
っ
た
今
、
な
か
な
か
、
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
の
減
量

化
は
定
着
し
ま
せ
ん
。

　
近
年
、
家
庭
ご
み
を
有
料
化

す
る
自
治
体
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
会
社

や
一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
大

量
の
ご
み
に
よ
り
、
海
岸
や
山

間
部
な
ど
の
最
終
処
分
場
が
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
ご

み
処
理
経
費
が
増
え
続
け
各
自

治
体
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
ご
み
の
量
に
大
き
な
差
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
家
庭
系
ご
み
処
理
に
つ
い
て
、

一
部
ま
た
は
全
部
を
有
料
化
し

て
い
る
自
治
体
数
は
、
二
千
五

百
九
十
七
と
、
全
市
区
町
村
の

約
八
〇
 
に
も
な
り
ま
す
（
平

成
十
四
年
、
環
境
省
調
べ
、
下

表
参
照
）
。

　
ご
み
処
理
有
料
化
の
大
き
な

効
果
は
、

▽
ご
み
の
減
量
化

▽
住
民
意
識
の
向
上

▽
負
担
の
公
平
化

▽
財
政
負
担
の
軽
減

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
負
担
の
公
平
化
と
は
、
ご
み

を
し
っ
か
り
と
分
別
し
、
資
源

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
く
れ

る
人
と
、
そ
う
で
な
い
人
と
の

区
別
化
を
図
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
分
別
を
し
っ

か
り
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
個
人

負
担
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

ごみのない美しい街を目指して
７月６日、クリーンアップキャンペーンが行われました。

パ
ー
セ
ン
ト

パー
セント

ごみ処理手数料の有料化の状況

（　）内は

生活系ごみ

の手数料

3,236

市区町村

生活系ごみ

の手数料

3,236

市区町村

事業系ごみ

の手数料

3,236

市区町村

事業系ごみ

の手数料

3,236

市区町村

有料
2,597
（80.3）

無料
638 

（19.7）

収集無し
1（0.0）

有料
2,855
（88.2）

無料
213 
（6.6）

収集無し
168
（5.2）
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本
市
で
も
、
豊
か
な
環
境

を
未
来
に
引
継
ぎ
、
資
源
循

環
型
社
会
の
実
現
の
た
め
、

ご
み
の
減
量
化
や
分
別
を
定

め
た
「
ご
み
減
量
化
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
計
画

で
は
、

▽
分
別
は
十
七
種
類

▽
春
・
秋
の
大
掃
除
は
廃
止
し
、

　
毎
月
一
回
、
大
型
ご
み
を

　
回
収

▽
指
定
ご
み
袋
は
有
料

▽
た
だ
し
、
資
源
ご
み
と
し

　
て
分
別
し
各
町
内
会
に
設

　
置
さ
れ
る
エ
コ
ス
テ
ー
シ

　
ョ
ン
（
回
収
拠
点
）
に
持

　
ち
込
め
ば
無
料

な
ど
を
定
め
、
来
年
四
月
か

ら
の
本
格
実
施
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
の
相
次
ぐ

台
風
や
集
中
豪
雨
の
襲
来
、

台
風
二
十
三
号
に
よ
る
災
害

ご
み
の
処
理
に
莫
大
な
手
間

が
か
か
り
、
昨
年
十
月
か
ら

の
半
年
間
は
市
民
の
皆
さ
ん

に
十
分
な
説
明
活
動
や
、
計

画
実
施
の
た
め
の
取
り
組
み

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
実

施
時
期
な
ど
の
予
定
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

◆
本
格
実
施
は

　
　
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら

▽
本
格
実
施
時
期
を
半
年
間
、

　
延
長
し
、
平
成
十
八
年
十
月

　
一
日
か
ら
と
し
ま
す
。

▽
十
八
年
四
月
〜
九
月
末
ま
で

　
は
、
「
全
面
試
行
期
間
」
と

　
し
て
市
内
全
地
域
で
、
大
型

　
ご
み
、
有
害
ご
み
、
紙
類
に

　
つ
い
て
分
別
・
エ
コ
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン
へ
の
排
出
を
お
願
い

　
し
ま
す
。

▽
た
だ
し
、
本
年
十
月
か
ら
来

　
年
三
月
ま
で
を
「
モ
デ
ル
試

　
行
期
間
」
と
し
て
、
取
り
組

　
み
が
可
能
な
地
区
に
お
い
て
、

　
大
型
ご
み
、
紙
類
に
つ
い
て

　
分
別
・
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
へ
の
排
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
来
年
は
指
定
ご
み
袋
を
半
年
分

　
　
　
　
　
　
　
　
配
布
し
ま
す

　
本
格
実
施
が
半
年
間
、
延
長

さ
れ
る
た
め
、
来
年
四
月
か
ら

十
月
ま
で
の
六
か
月
の
ご
み
袋

を
従
来
ど
お
り
配
布
し
ま
す
。

こ
の
指
定
ご
み
袋
が
使
用
で
き

る
の
は
、
平
成
十
九
年
三
月
末

ま
で
で
す
。

◆
今
年
の
年
末
の
大
掃
除
は
行
い
ま
す

　
本
年
六
月
に
行
っ
た
大
掃
除

を
最
後
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

年
末
（
秋
季
）
の
大
掃
除
を
実

施
し
ま
す
。

　
来
年
十
月
か
ら
の
本
格
実
施

で
は
、
こ
れ
ま
で
大
掃
除
の
時

に
出
し
て
い
た
ご
み
は
、
毎
月

一
回
の
大
型
ご
み
と
し
て
回
収

を
行
い
ま
す
。

　
分
別
し
て
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
持
ち
込
む
分
は
無
料
で
す
。

そ
れ
以
外
は
有
料
の
ご
み
袋
で

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
み
袋
の
価
格
は
淡
路
島
内

や
周
辺
都
市
の
料
金
を
参
考
に

決
定
し
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
一
枚
四
十
円
程
度
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
有
料
の
ご
み
袋
は

　
　
　
　
　
　
　
四
十
円
程
度

現在の指定ごみ袋。１９年３月末まで使用できます。

毎年、７月と１１月には全島一斉清掃が行われています。８月６日、鮎屋連合町内会の皆さんが鮎屋ダム周辺の
清掃活動を行ってくれました。

　詰め替え商品や量り売り、

ばら売りの商品を選んで、ご

みが出ないようにしましょう。

　買い物をする時は、必要な

物を必要なだけ購入しよう。

　レジ袋を受け取らなくて

もいいように、買い物にマ

イバッグを持参しよう。
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◆
分
別
は
十
七
種
類

　
洲
本
市
の
減
量
化
計
画
で
は
、

ご
み
を
次
の
十
七
種
類
に
分
類

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
現
在
の
集
積
箱
へ
有
料
ご
み

　
袋
で
出
す
も
の

 
燃
え
る
ご
み

 
燃
え
な
い
ご
み

　
地
域
の
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
へ
出
す
も
の
（
無
料
）

 
有
害
危
険
ご
み

 
大
型
ご
み
（
可
燃
）

 
大
型
ご
み
（
不
燃
）

 
新
聞

 
ダ
ン
ボ
ー
ル
紙

 
雑
誌
、
そ
の
ほ
か
の
紙

 
紙
パ
ッ
ク

 
古
着
類

　
ア
ル
ミ
缶

　
ス
チ
ー
ル
缶

　
無
色
の
び
ん

　
茶
色
の
び
ん

　
そ
の
ほ
か
の
色
の
び
ん

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
ー

1

17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6

5 4 3 2◆
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
回
収
拠
点
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
各
町
内
会
に
設
置

分
別
推
進
員
と

立
ち
番
の
役
割

　
各
町
内
会
に
「
分
別
推
進
員
」

と
「
立
ち
番
」
を
決
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
分
別
推
進
員
は
、
エ
コ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
世
話
役
代
表
と
し

て
、
地
域
と
市
と
の
調
整
役
を

努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
立
ち

番
は
、
不
適
切
な
排
出
な
ど
の

見
張
り
や
回
収
容
器
の
管
理
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
県
で
は
「
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
る
「
動
物
愛
護
推
進
員
」

を
委
嘱
す
る
た
め
、
動
物

愛
護
推
進
員
の
養
成
講
座

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◆
開
催
時
期
・
場
所
　
十

　
月
〜
十
二
月
の
間
に
神

　
戸
市
内
で
開
催
予
定
。

◆
講
座
内
容
　
▽
動
物
愛

　
護
論
▽
県
の
施
策
推
進

　
方
針
　
▽
動
物
の
飼
育
・

　
管
理
　
▽
犬
の
行
動
学

　
な
ど

　
な
お
、
獣
医
師
、
愛
玩

動
物
飼
養
管
理
士
な
ど
の

資
格
を
お
持
ち
の
人
は
、

一
部
受
講
科
目
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

◆
受
講
料
　
無
料

◆
締
　
切
　
九
月
二
十
六

　
日
月
ま
で
。

▼
申
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
、
県
健
康
生
活
部

健
康
局
生
活
衛
生
課
動
物

衛
生
係
（
1
０
７
８
・
３

４
１
・
７
７
１
１
内
線
３

２
７
６
、
３
２
７
７
）
へ
。

動
物
愛
護
推
進

員
養
成
講
座
の

受
講
者
を
募
集

し
て
い
ま
す

本格実施までの日程

平成１７年１０月１日

平成１８年４月１日

１０月１日

モデル試行実施

（大型ごみ、紙類）

＊途中参加も可能

◯大掃除実施

全面試行

（大型ごみ、紙類、有害危険ごみ）

１７種類分別のモデル試行

◯指定ごみ袋の配布（半年分）

本格実施　１７種類分別

◯余った指定ごみ袋が使用できるの
　は１９年３月末まで

　
空
き
缶
や
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
資
源
ご
み
、
大
型

ご
み
、
有
害
ご
み
な
ど
を
持
ち

込
む
所
が
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
回
収
拠
点
）
で
す
。
一
町
内

会
に
一
か
所
以
上
の
設
置
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
（
地
域
の
実

情
に
よ
り
複
数
の
町
内
会
が
共

同
で
使
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）
。

　
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
回

収
容
器
は
、
市
が
配
布
し
、
撤

収
し
ま
す
。

各町内会に設置されるエコス
テーション（回収拠点）の一
例。分別したごみ（資源）は
エコステーションへ。

　フリーマーケ
ットなどを活用
して、使わなく
なったものを誰
かに使ってもら
おう。

　牛乳パックな

どの店頭回収や

市の分別収集に

協力しよう。

　電化製品や家具、

おもちゃなどが壊

れても修理や部品

交換をして長く使

おう。



復
興 
（ 

元
気
な
洲
本 

） 

へ 

3

復
興 
（ 

元
気
な
洲
本 

） 

へ 

3

復
興 
（ 

元
気
な
洲
本 

） 

へ 

3

復
興 
（ 

元
気
な
洲
本 

） 

へ 

3

昨
年
十
月
の
台
風
二
十
三
号
の
復
旧
・
復
興
状
況
な
ど
の
ほ
か
、
防
災
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
関
連
情
報
は
、
洲
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.sum

oto.hyog
o.jp/

）

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
制
度
の
運
用
が
改
善
さ
れ
ま
し
た

　
昨
年
の
台
風
二
十
三
号
で
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
生

活
の
再
建
を
支
援
す
る
「
被
災

者
再
建
支
援
制
度
」
の
運
用
改

善
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
改
善
点
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

生
活
関
係
経
費
の
経
費
区
分

な
ど
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

▽
生
活
関
係
経
費
（
通
常
分
）

の
う
ち
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
の

購
入
費
な
ど
が
五
十
五
万
円
、

引
越
し
代
が
十
五
万
円
、
ル
ー

ム
エ
ア
コ
ン
、
ス
ト
ー
ブ
の
購

入
費
な
ど
特
別
分
が
三
十
万
円

と
、
そ
れ
ぞ
れ
限
度
額
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

の
経
費
区
分
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。

▽
生
活
関
係
経
費
（
特
別
分
）

の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
ス
ト
ー

ブ
な
ど
に
つ
い
て
、
購
入
額
や

購
入
数
量
の
制
限
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ベ
ッ
ド
が
寝

具
と
し
て
支
給
対
象
と
な
り
ま

し
た
。

前
払
い
の
限
度
額
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た

　
前
払
い
（
概
算
払
い
）
の
限

度
額
が
百
八
十
五
万
円
か
ら
、

支
給
限
度
額
と
同
額
（
最
大
三

百
万
円
）
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
運
用
改
善
に
よ
り
、

前
払
い
金
額
の
追
加
、
生
活
関

係
経
費
（
特
別
分
）
で
、
ま
だ

限
度
額
に
達
し
て
い
な
い
人
で

追
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
改

め
て
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

洲
本
市
健
康
福
祉
館
内
介
護
福

祉
課
へ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
介
護
福
祉
課
（
1
２
２
・

９
３
３
３
）
へ
。

兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
に

ご
加
入
を

　
兵
庫
県
で
は
、
全
国
に
先
駆

け
て
住
宅
再
建
共
済
制
度
を
九

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
震
災
を
教
訓

に
し
て
、
貯
蓄
や
地
震
保
険
な

ど
へ
の
加
入
に
よ
る
「
自
助
」

や
公
的
支
援
に
よ
る
「
公
助
」

の
限
界
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、

住
宅
所
有
者
が
助
け
合
い
の
精

神
に
基
づ
き
拠
出
し
た
負
担
金

に
よ
り
、
住
宅
再
建
を
支
援
す

る
仕
組
み
で
す
。

　
加
入
申
込
書
は
、
今
月
号
広

報
と
一
緒
に
各
家
庭
に
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
保
険
と
は
異
な
る
た
め
、
既

存
の
地
震
保
険
な
ど
と
組
み
合

わ
せ
て
加
入
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
わ
が
家
の

安
全
・
安
心
の
た
め
、
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
県
住
宅
防
災
課

（
1
０
７
８
・
３
６
２
・
４
３

３
８
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
eb.pref.hyogo.jp/j

utakukyosai/

）
へ
。

生活関係経費の経費区分が廃止されました
〈旧〉 〈新〉

生活関係経費（通常分）

物品購入費等

引越し費用

　合　　計

５５万円

１５万円

７０万円

生活関係経費（特別分）

冷暖房器具

購入費等

　合　　計

３０万円

３０万円

生活関係経費

物品購入費等

引越し費用

冷暖房器具購

入費等

１００万円

１００万円合　　計

前払い（概算払い）限度額が拡大されました
〈旧〉 〈新〉

限　度　額

生活関係経費

（通常分）

生活関係経費

（特別分）

居住関係経費

　合　　計

７０万円

１５万円

１００万円

１８５万円

限　度　額

生活関係経費

居住関係経費

　合　　計

１００万円

２００万円

３００万円

　金額はいずれも最大限度額です。限度額は、複数世帯や

単身世帯、また、世帯全員の収入合計などで異なります。

▽

道路や河川、農地などの
復旧工事の進捗状況は、次のとおりです。
◆公共土木 （７月３１日現在）

区　分

道　路

河　川

橋　梁

合　計

事業箇所数

　１７０

　　４５

　　１１

　２２６

設計書作成済
（入札含）数

　  １１０

　　  ３７

　　  　２

　  １４９

進捗率 (     )

64.71

82.22

18.19

65.93

パー
セント

◆農林土木 （７月３１日現在）

区　分

農　地

施設等

合　計

事業箇所数

　７１３

　６８９

　1,402

設計書作成済
（入札含）数

　  ５４２

　  ４９２

 １,０３４

進捗率(     )

   76.02

　71.41

　73.75

パー
セント

本店　洲本市宇山

店舗　島　内　　２０店

　　　神戸市　　 ５店

　　　明石市　　 １店

　　　西宮市　　 １店
理事長 瀧　川　好　美

６



早
め
の
避
難
を

　
ま
も
な
く
台
風
や
秋
雨
前
線

に
よ
る
集
中
豪
雨
の
時
期
を
迎

え
ま
す
。

　
昨
年
は
八
月
と
九
月
に
、
そ

れ
ぞ
れ
二
度
ず
つ
、
台
風
が
相

次
い
で
市
内
を
襲
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
十
月
二
十
日
の
台
風

二
十
三
号
で
は
、
尊
い
人
命
が

奪
わ
れ
た
ほ
か
、
家
屋
の
浸
水
、

道
路
や
農
業
施
設
な
ど
、
市
全

体
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
毎
年
八
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、
台
風

が
日
本
列
島
に
接
近
、
上
陸
し

や
す
い
時
期
で
あ
り
、
大
雨
な

ど
に
対
し
十
分
な
注
意
と
備
え

が
必
要
で
す
。

　
特
に
、
山
や
が
け
が
迫
っ
て

い
る
土
地
や
高
台
、
傾
斜
地
に

お
住
ま
い
の
人
は
、
土
砂
崩
れ

や
地
す
べ
り
な
ど
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
避
難
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
市
役
所
な
ど
へ

の
連
絡
の
ほ
か
、
隣
近
所
同
士

の
声
か
け
・
助
け
合
い
な
ど
も

大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
早
め
の

避
難
を
促
す
た
め
、
従
来
出
し

て
い
た
「
避
難
勧
告
」
と
「
避

難
指
示
」
の
前
段
階
と
し
て
、

「
避
難
準
備
情
報
」
を
出
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

情
報
内
容
に
つ
い
て
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　
洲
本
川
水
系
で
は
、
現
在
、

河
口
部
の
浚
渫
工
事
が
本
格
化

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
警
戒
が
必
要
と
な
る

た
め
、
兵
庫
県
が
自
動
水
位
観

測
装
置
の
付
い
た
サ
イ
レ
ン
を

洲
本
川
（
桑
間
会
館
前
）
と
千

草
川
（
淡
路
盲
・
聾
学
校
前
）

の
二
か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
避
難
が
必
要
と
な
っ
た
時
な

ど
緊
急
時
に
は
、
こ
の
サ
イ
レ

ン
を
利
用
し
て
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

避
難
が
必
要
な
と
き

は
サ
イ
レ
ン
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

　種　　類

避難準備情報

避難勧告

避難指示

　　　　　　　　　発令時の状況

　高齢者や障害者など、特に避難行動に時間を

　要する人が避難行動を開始しなければならな

　い段階（人的被害の発生する可能性が高まっ

　た状況）

　避難行動を開始しなければならない段階（人

　的被害の発生する可能性が明らかに高まった

　状況）

　人的被害の発生する危険性が非常に高いと判

　断された状況

　人的被害の発生した状況

▽
▽

▽
▽

避難情報の種類

※避難情報は、必ずしも「避難準備情報」から順番に出される

　とは限りません。状況の切迫性により、いきなり「避難勧告」

　や「避難指示」が出される場合もあります。

７

夢あるくらしのパートナー

理 事 長 藤　　　勝 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店

千草川に設置されたサイレン 洲本川に設置されたサイレン

洲本川河口部では浚渫工事が本格化しています。



今
年
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ハ
ワ
イ
州
ハ
ワ
イ
郡
と
姉
妹
都
市
提
携
五
周
年
の
記

念
の
年
に
な
り
ま
す
。
柳
実
郎
市
長
と
小
松
茂
市
議
会
議
長
が
五
周
年
を
記
念
し
て
、

七
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
ハ
ワ
イ
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
一
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
洲
本
市
国
際
交
流
協
会
の
皆
さ
ん
と
市
内
の
中
高
生
十
二
人
も
同

じ
く
ハ
ワ
イ
島
を
訪
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ハ
ワ
イ
郡
は
ハ
ワ
イ
州
南
東

端
の
島
、
ハ
ワ
イ
島
全
体
か
ら

な
り
、
ハ
ワ
イ
諸
島
最
大
の
島

で
「
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
火

山
島
で
、
マ
ウ
ナ
・
ロ
ア
、
キ

ラ
ウ
エ
ア
の
火
山
は
、
今
も
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
洲
本
市
と
ハ
ワ
イ
島
と
の
交

流
は
、
洲
本
市
国
際
交
流
協
会

が
平
成
十
年
に
ハ
ワ
イ
島
を
訪

れ
、
翌
年
か
ら
高
校
生
が
ヒ
ロ

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
っ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
も
国

際
交
流
協
会
で
は
、
毎
年
親
善

に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ワ
イ
島
か
ら
は
平

成
十
二
年
に
淡
路
島
で
開
催
さ

れ
た
「
淡
路
花
博
ジ
ャ
パ
ン
フ

ロ
ー
ラ
２
０
０
０
」
に
ヒ
ロ
の

中
学
生
が
フ
ラ
・
ウ
ク
レ
レ
バ

ン
ド
と
し
て
出
演
、
洲
本
市
に

も
表
敬
訪
問
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、
前
中
川
啓

一
市
長
と
前
ス
テ
フ
ァ
ン
・
Ｋ
・

ヤ
マ
シ
ロ
郡
長
が
、
平
成
十
二

年
十
一
月
二
十
一
日
ハ
ワ
イ
郡

ヒ
ロ
で
協
定
書
に
調
印
し
、
姉

妹
都
市
提
携
が
さ
れ
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
▽
五
年
に
一
回
以

上
の
友
好
訪
問
団
の
交
流
　
▽

両
市
郡
の
要
覧
・
統
計
資
料
、

広
報
な
ど
の
交
換
　
▽
学
生
の

交
流
　
▽
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
経
済
情
報
の
交
換
　
▽
教
育
、

文
化
、
技
術
、
商
工
業
、
医
療
、

農
業
行
政
な
ど
専
門
分
野
で
の

交
流
を
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
七
月
二
十
日
に
ハ

リ
ー
・
キ
ム
ハ
ワ
イ
郡
長
を
表

敬
訪
問
し
、
二
十
一
日
に
は
ヒ

ロ
の
ホ
テ
ル
で
「
洲
本
市
・
ハ

ワ
イ
郡
姉
妹
都
市
五
周
年
記
念

夕
食
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夕
食
会
に
は
、
ハ
ワ
イ
郡
か
ら

ス
テ
イ
シ
ー
・
ヒ
ガ
議
長
、
議

会
関
係
者
や
郡
の
幹
部
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
を
支
援

し
て
く
れ
て
い
る
東
ハ
ワ
イ
・

キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
や
キ
ー
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
、
洲
本
市
か
ら
は

柳
市
長
、
小
松
市
議
会
議
長
を

は
じ
め
洲
本
市
交
流
協
会
の
皆

さ
ん
十
一
人
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。
夕
食
会
で
は
、
五
周
年

を
記
念
し
て
洲
本
市
か
ら
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
面
相
が
ハ
ワ
イ
郡

と
ハ
ワ
イ
郡
議
会
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
柳
市
長
・
小
松
議

長
は
、
ス
バ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー

や
ツ
ナ
ミ
博
物
館
、
火
山
国
立

公
園
な
ど
を
視
察
、
市
内
の
中

高
校
生
も
ヒ
ロ
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
し
、
カ
ヌ
ー
パ

ド
リ
ン
グ
や
ヴ
ォ
ル
ケ
イ
ノ
・

ツ
ア
ー
（
火
山
国
立
公
園
周
遊
）

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
合
併
後
も
ハ
ワ
イ

島
と
の
姉
妹
都
市
関
係
を
引
き

継
ぎ
、
交
流
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

市
内
の
学
生
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
へ

郡
長
を
訪
問
し

さ
ら
に
交
流
を

ビッグ・アイランド（ハワイ島）
◆面　積　１０，４３２．５平方　　（２０００年
　現在）
◆気　候　島の中央部にそびえる山地が海からの
　風をさえぎるため、東部では湿度の高い熱帯性
　の気候、西部は雨の少ない乾燥した気候と対照
　的。また、北部には高原のように涼しい地域も
　あり、多様な気候帯を持つ島
◆最高峰　マウナ・ケア（４，２０５ ）
◆人　口　１５８，４２３人（２００３年現在）
◆郡庁所在地　ヒロ
◆島の花　オヒア・レフア
◆島の色　赤

キ
　ロ

メー
トル

メー
トル

8

カイルア・コナ

ヒロ

カウアイ島

オアフ島

モロカイ島

ラナイ島

マウイ島

ビッグ・アイランド
（ハワイ島）

ハワイ郡庁を訪れ交流を深めた柳市長とキム郡長

小松議長からヒガ議長へ記念品が手渡されました。

ヴォルケイノ・ツアー

ナニマウ・ガーデンでのさよならパーティー
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平成18年度の介護保険制度改革の中で、前倒しで

　現在、一部の介護保険サービスでは、光熱水費などの居住にかかる費用（居住費）や食材料や調理などにかかる費

用（食費）の一部が介護保険から支払われていますが、在宅で生活されている人はそれらの費用を全額自己負担され

ていることから、サービス利用者と在宅生活者とのバランスをとるために、平成１７年１０月から、居住費、食費を

原則として介護保険から支払わず、全額を自己負担していただくこととなりました。

○居住費、食費が見直されるサービスの種類

　介護保険施設サービス（特別養護老人ホーム、介護老人

保健施設、介護療養型医療施設）、短期入所生活介護・短

期入所療養介護（ショートステイ）、通所介護（デイサー

ビス）・通所リハビリテーション（デイケア）

○新たに負担していただく額

　新たに負担していただく居住費、食費の金額は、施設・

事業所ごとに設定されるため、利用する施設・事業所によ

り異なる場合があります。このうち居住費については、個

室や大部屋などの形態の違いにより異なる料金設定が行わ

れます。

ただし、低所得者などの人への対策として
一定要件を満たす人は居住費、食費の負担の上限額が設けられます一定要件を満たす人は居住費、食費の負担の上限額が設けられます一定要件を満たす人は居住費、食費の負担の上限額が設けられます

　介護保険施設サービス、ショートステイの各

サービスを利用される人のうち、次の人につい

ては、居住費、食費について負担の上限額（負

担限度額）が設けられますので、それ以上負担

する必要はありません。

　市民税世帯非課税の人

　生活保護を受けている人　　など

※負担の上限額は、日額で設定されますので、

　日数により一月の負担上限額は異なります。

　また施設によっても異なります。

※ ユニット型個室や従来型個室などの区分につ

　いては、利用される施設・事業所へお問い合

　わせください。

※市民税課税世帯であっても、夫婦の一方が個

　室に入所され、一定条件に該当する場合に負

　担限度額が認定されることがあります。

具体的な手続きとして
居住費、食費の負担限度額の適用を受けるには認定申請が必要です居住費、食費の負担限度額の適用を受けるには認定申請が必要です居住費、食費の負担限度額の適用を受けるには認定申請が必要です

　居住費、食費の負担限度額が適用される為には、事前に洲本市介護福祉課に申請しておく必要があります。サービスを

利用する前に申請書に必要事項を記入して申請して下さい（要介護認定を既に受けられている人については、個別にご案

内いたします）。認定された人については、後日、介護保険負担限度額認定証を交付いたしますので、その認定証を施設、

事業所へ提示してからサービスを利用するようお願いします。

（申請受付については、９月から予定しています。）

　詳しくは、洲本市健康福祉館内介護福祉課介護保険係（1２２・９３３３）へ。▼
▽

▽

具体的な負担限度額は次のとおりです。
　介護老人保健施設の場合の１日当たりの負担限度額

介護老人保健施設の
場合の食費などに要
する一日当たりの平
均的な費用額
（状況により変更さ
れる場合があります
ので、あくまで参考
額です。）

食費の基準

費用額（円）

1,380

居住費などの

基準費用額（円）

ユニット型個室

ユニット型準個室

及び従来型個室

多床室（大部屋）

1,970

1,640

320

※ 利用者負担の額は、施設と利用者の契約によります。

利用者の所得などの状況

・市民税世帯非課税の人

・減額すれば生活保護とな

　らない人

・市民税世帯非課税で、

　（合計所得金額＋課税年

　金収入）が８０万円以下

　の人

・減額すれば生活保護とな

　らない人

・市民税世帯非課税で、老

　齢福祉年金受給者

・生活保護を受給されてい

　る人

・減額すれば生活保護とな

　らない人

　
第
３
段
階

利
用
者
負
担

　
第
２
段
階

利
用
者
負
担

　
第
１
段
階

利
用
者
負
担

食費の負担

限度額（円）

650

390

300

居住費などの

負担限度額（円）

ユニット型個室

ユニット型準個室

及び従来型個室

多床室（大部屋）

ユニット型個室

ユニット型準個室

及び従来型個室

多床室（大部屋）

ユニット型個室

ユニット型準個室

及び従来型個室

多床室（大部屋）

1,640

1,310

320

820

490

320

820

490

0
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◆
作
り
方

1
な
す
は
乱
切
り
、
パ
プ
リ
カ
、

　
か
ぼ
ち
ゃ
は
二
 
角
に
切
る
。

2
鍋
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
入

　
れ
1
を
炒
め
、
油
が
な
じ
ん

　
だ
ら
ト
マ
ト
と
水
を
加
え
、

　
野
菜
が
や
わ
ら
か
く
な
る
ま

　
で
煮
込
む
。

3
三
枚
に
お
ろ
し
た
ア
ジ
に
塩
・

　
こ
し
ょ
う
、
小
麦
粉
を
ま
ぶ

　
し
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
表

　
面
が
カ
リ
ッ
と
な
る
よ
う
に

　
焼
く
。

4
3
を
2
の
ソ
ー
ス
で
軽
く
煮

　
込
む
。

ア
ジ
の
ム
ニ
エ
ル

夏
野
菜
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

◆材料（２人分）
アジ　　　　　　　１/２尾
トマトソース　　　１/２缶
なす　　　　　　　　１本
パプリカ　　　　大１/２個
かぼちゃ　　　　　５０ 
パセリ　　　　　　　少々
塩・こしょう　　　　少々
オリーブオイル　 大さじ１
小麦粉　　　　　  　　適量

グラ
ム

　　エネルギー　２０１

　　塩分　　　　０．６グラ
ム

キ
　ロ

カロ
リー

１人分

洲本市いずみ会

10

セ
ンチ

　「無料で点検します。」「このままでは大変なことにな
る。」「今なら安くしておく」と契約を急がして、屋根工
事、床下補強工事、床下換気工事などを次々に契約させる
トラブルが目立ちます。
　高齢者を狙う悪質商法の手口
　　次々販売、点検商法、ＳＦ商法が多い。
　　家族に相談する時間的ゆとりを与えない。
　　契約内容（金額・商品名・支払い方法など）を十分　
　　説明せず契約書に署名させる。
　　高齢者の人の良さ、寂しさ、判断不十分さなどを巧　
　　みに利用する。
　　不安感（健康に関する不安、住宅の強度に関する不　
　　安、家相など）をあおる。

「訪問販売」で契約した場合は、クーリング・オフが適用
されます。工事が始まっていても、契約書面を受け取った
日から８日以内であれば無条件解約が可能です。
　解約したいと思ったら期間内に業者に書面で通知しまし
ょう。クーリング・オフの仕方がわからないときは近くの
消費生活センターに相談しましょう。
　※今後「あなたの家にアスベストが使われている」な
　　どと言って住宅改修工事を持ちかける業者も予想さ
　　れますので、ご注意ください。
　詳しくは、淡路生活科学センター（1０７９９・８５・０
９９９）へ。

契約してしまったときは契約してしまったときは契約してしまったときは

▽
▽

▽
▽

▽
▼

◆子宮頚がん検診

　子宮頚がん、乳がん検診（視触診）を次の日程で行います。がんの初期は、自覚症状がほと
んど無く、気付いた時には病気が進行しているケースも多くあります。ぜひこの機会に受診し
てください。

詳しくは、洲本市健康福祉館内保健センター（1２２・３３３７）へ。▼

◆乳がん検診（視触診）

がん検診のお知らせがん検診のお知らせ

 事前予約は不要です。必ず検診時間内にお越し下さい。

 実  施  日

 ９月　６日（火）

 ９月　７日（水）

 ９月１３日（火）

 ９月１４日（水）

 ９月２０日（火）

 ９月２１日（水）

 ９月２７日（火）

 ９月２８日（水）

 　医  院  名   

産婦人科小児科

高田医院

カク・西本協同

産婦人科

 森医院

 土倉産婦人科

　住 所 ・ 電 話

宇山3丁目１－２１

1２２・５５４０

本町３丁目１－２７

1２３・１５０３

下加茂１丁目１－３６

1２４・０３０３

下加茂１丁目１－３７

1２４・３６６０

▽
▽

▽
▽

この検診は子宮頚がん検診であり、体がんの検診は含ま

れておりません。子宮体がん検診をご希望の人は、産婦

人科医院に直接お問い合わせください。

　対象者    　２０歳以上の人

　検診費用    １，２００円（７０歳以上の人は無料）

　検診時間    各医院とも、午後１時３０分～２時３０分

　検診当日の着衣は、スカートでお願いします。

検診期間  ９月１日（木）～９月３０日（金）

医 院 名

木曽医院

木村医院

土倉産婦人科

仁寿堂医院

（外科）

　 住 所 ・ 電 話

宇山２丁目１－２

1２４・３２００

大野１３３５

1２３・００９９

下加茂１丁目１－３７

1２４・３６６０

宇原１９４―１

1２２・０８８９

受診時間

 8：30～12：00

15：00～18：00

 9：00～12：00

17：00～19：00

 9：00～12：00

15：00～18：00

 9：00～12：00

16：00～18：30

備　考

火・木・土は

１２時３０分まで

午後休診

木・土

午後休診

火・木・土

午後休診

火・木・土

午後休診

　対象者　    ３０歳以上の人

　検診費用    ７００円（７０歳以上の人は無料）。

　受診する医院の窓口でお支払いください。

　検診方法　視触診

　ご注意　マンモグラフィを予約された人は、必ず視触診を

　受けてください。

▽
▽

▽
▽
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洲本市立洲本第一小学校洲本市立洲本第一小学校

　本校では、地域に根ざした様々な教育活動を進めています。そ

のひとつでもある“洲一小夏まつり”を7月10日に行いました。

第一部は日ごろの教育活動の一端を学年ごとに発表したり、〇×

クイズをしたりしました。

　また、全校生で洲一小バージョンのソーラン節を勇壮に踊り、

梅雨空を吹き飛ばす勢いでした。

　第二部はPTA主催の模擬店や学校の怪談（お化け屋敷）で賑わ

いました。

　今年は炬口地域の皆さんの催しでコロッケの販売もありま

した。当日は地域の皆さんなど総勢約600人ほどの参加があ

り、大変盛況に終わり、一足早い　　を実感しました。

洲本市立第一幼稚園洲本市立第一幼稚園

　本園では、今年度も６月１６日に子育て学習センター・デイサービスセンター潮の利用者と、７月４日に

すみれ会、県立実業高等学校生徒などと交流会を行いました。年長者との七夕作りや自分たちよりも小さな

子どもと遊ぶことをとおし、年長者や年少者に対しての気配りや思いやり・いたわりの気持ちをもつことの

大切さを学びました。また、自分の思いや考えを相手に伝えることも少しずつできるようになってきまし

た。今後も交流会をとおしていろいろなことを学んでいけるようにしていきたいと考えています。

　このように交流を通して地域に開かれた園づくりを推進していますが、不審者情報が絶えない社会情勢

に、事前の打合せを綿密に行い、万一に備えました。今後とも、子どもたちの活動が安全に実施できるよ

う、地域の皆さまのご協力をお願い致します。

子育て学習センターと交流会 すみれ会と交流会

「こうするんだよ」「うん」 「お願い聞いてくれるといいね」「うん」

夏夏

９月９日は「救急の日」です　９月４日（日）～１０日（土）は「救急医療週間」です
　救急の分野では、「空白の５分間」とよく言われています。それは、救急隊が事故現場に到着するまでの
平均時間で、なにも応急手当が実施されない時間、つまり『空白の時間』を言い表しています。この空白時
間を埋めるためには、現場に居合わせた人が心肺蘇生法などの応急手当を実施していただくことが救命に対
してとても効果があります。消防署では応急手当の普及啓発活動を実施しています。ホームページにも応急
手当法を掲載しています。一度ご覧ください。

◆ＨＰ　http://www.awaji119 . jp
淡路広域消防事務組合



ベンチャリを廃止します
　市民の皆さんに手軽にご利用いただいていました青い便利な自転車「ベンチャ

リ」を８月２４日で廃止します。

　「ベンチャリ」は自転車の盗難を少なくするため、１年間社会実験として昨年の

８月から市内１３か所に配置していましたが、現在ほとんどの自転車がベンチャリ

置き場にありません。８月２５日以降、ベンチャリを回収しますのでベンチャリを

見かけたら、近くのベンチャリ置き場まで運んでくださるようお願いします。

　詳しくは、市役所市民生活部人権推進課（1２２・３３２１内線３７９）へ。

▲

写真 ニュース

１２１２１２

内町地区で防災訓練「防災・街づくり in内町」

め
ず
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リ
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小
路
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。

　地域の住民を対象にした防災訓練「防災・街づくりin内町」が、７月２４

日洲本第二小学校グラウンドで開催されました。この訓練は内町地区の

町内会や消防団などの主催で初期消火訓練や起震車体験、炊き出しなど

が行われました。

山本さんが、法務大臣表彰

　永年保護司として勤められた山本貞夫さんが、法務

大臣から表彰を受けました。保護司は、犯罪や非行を

犯した人が地域の中で早期に更生できるよう助ける

とともに、地域の犯罪・非行の予防を図る活動をし、安

心して暮らせる明るい地域をつくりに努めています。



転入届、転出届時には本人確認を行います
　第三者による虚偽の届出の防止と早期発見のため、洲本
市では、８月１日から住民異動届を提出する人の本人確認
を行っています。
　届出をする際には、本人確認書類をお持ちください。なお、
本人確認書類をお持ちでない人についても、届出はできま
すので、市民課までお問い合せください。皆様のご理解と
ご協力をお願いします。
　詳しくは、市役所市民生活部市民課（1２２・３３２１
内線２５１）へ。

▲

老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証について
 平成１７年度住民税非課税世帯の老人保健医療受給者で申
請がまだの人は、健康課医療係まで減額認定の申請をして
ください。
◆手続きに必要なもの　　印鑑　　健康保険証　　医療受
　給者証　　過去１年間で９０日以上入院された人はその
　領収証
　詳しくは、洲本市健康福祉館内健康課医療係（1２２・
３３３７内線５１２、５１６）へ。

▲

△ △ △

△

１３

暑さを乗り切れ　夏越祭

　
「
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物
の
ハ
マ
ボ
ウ
、
ア
マ
モ
の
鑑
賞
会
が
、
午
後
か
ら
は
由
良
中

学
校
体
育
館
で
「
み
ん
な
で
見
て
考
え
よ
う
成
ヶ
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
行
わ
れ
、
め
ず
ら
し
い
ハ
マ
ガ
ニ
の
生
態
や
１０
年
間
の
由

良
湾
の
調
査
結
果
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　疫病を退け健康を祈る由良の夏越祭が、７月３１日

に行われました。昼過ぎに厄年の男性が担ぐ神輿が湊

神社を出発し、海までを練り歩き、その間沿道からは

水がかけられました。

人はみな、生かされて　生きてゆく 洲本ロータリークラブから安全ベストの寄贈

　社会を明るくする運動街頭キャンペーンが、７月１０

日ジャスコ新洲本店前で行われました。保護司や更生保

護女性会の会員などおよそ４０人が、犯罪や非行を犯し

た人たちの立ち直り支援などを呼びかけました。

　洲本ロータリークラブが、来年２月の設立５０周年

記念事業として、７月１２日市教育委員会に安全ベス

ト３００着を寄贈に訪れました。この安全ベストは、

防犯パトロールなどを行う際に着用するもので、今後

地域の防犯グループなどにも貸し出しされます。

成
ヶ
島
か
ら
の
発
信

－
－



１４

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し

て
い
ま
す
。

写真の人に出合ったら、広報にのって 
いたねと、ひと声かけてね。

　
洲
本
近
郊
の
山
に
も
野
生
動

物
が
多
く
見
ら
れ
、
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
も
盛
ん
な
よ
う
で
す
。

　
鹿
の
刺
身
は
お
い
し
い
の
で

す
が
、
猪
と
共
に
E
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）
に
汚
染
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
生
食

は
危
険
で
す
。
ま
た
、
豚
、
山

羊
、
羊
も
Ｈ
Ｅ
Ｖ
に
感
染
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に

豚
は
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
原
虫
や

寄
生
虫
の
た
め
に
、
昔
か
ら
生

で
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
E
型
肝
炎
は
、
Ｈ
Ｅ
Ｖ
感
染

に
よ
る
急
性
肝
炎
で
、
慢
性
化

は
し
ま
せ
ん
。
発
展
途
上
国
で

は
飲
料
水
な
ど
か
ら
大
流
行
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
旅

行
す
る
時
は
生
水
は
避
け
て
下

さ
い
。

　
E
型
肝
炎
の
潜
伏
期
間
は
約

六
週
間
で
、
発
熱
、
悪
心
、
腹

痛
、
下
痢
な
ど
で
始
ま
り
ま
す
。

次
い
で
黄
疸
が
出
て
、
肝
臓
が

著
し
く
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
E
型
肝
炎
は
小
児
よ
り
も
大

人
が
重
症
化
し
や
す
く
、
劇
症

肝
炎
で
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
特
に
妊
婦
で
は
二
十
 

が
劇
症
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
妊
婦
や
高
齢
者
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　
Ｈ
Ｅ
Ｖ
は
熱
に
弱
く
、
加
熱

に
よ
る
調
理
を
す
れ
ば
心
配
い

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
は
石
鹸
、

流
水
で
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
野
生
動
物
は
、
人
獣
共
通
の

感
染
症
や
食
中
毒
の
原
因
に
な

る
微
生
物
や
寄
生
虫
な
ど
に
汚

染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

用
心
し
て
下
さ
い
。

　
昔
か
ら
、
鳥
に
よ
る
オ
ー
ム

病
、
鯖
の
ア
ニ
サ
キ
ス
や
淡
水

魚
の
寄
生
虫
な
ど
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
病

原
性
大
腸
菌
が
問
題
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
、
人
間
に
対

す
る
病
原
性
を
獲
得
し
な
い
か

心
配
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
問
題
に
な
る
の
は
、
外

国
の
野
性
動
物
を
ペ
ッ
ト
と
し

て
家
庭
内
で
飼
い
、
か
わ
い
が

る
こ
と
で
す
。
法
律
で
輸
入
が

規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

募

集

野
生
動
物
の
肉
な
ど
は

　
　
　
　
　
生
で
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◆
と
　
き
　
十
月
〜
平
成
十
八

　
年
三
月
ま
で
の
う
ち
全
十
二

　
日
間

◆
と
こ
ろ
　
兵
庫
県
広
域
防
災

　
セ
ン
タ
ー
（
三
木
市
）

◆
費
　
用
　
三
千
円
程
度
（
教

　
科
書
代
な
ど
）

◆
対
　
象
　
県
内
在
住
、
在
勤

　
の
人

◆
定
　
員
　
百
二
十
人

◆
申
込
締
切
　
八
月
二
十
五
日

　
e

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
（
1

０
７
９
４
・
８
７
・
２
９
２
０
）

へ
。

　　
要
約
筆
記
と
は
耳
の
不
自
由

な
人
に
書
い
て
伝
え
る
筆
記
通

訳
の
こ
と
で
す
。

◆
と
 
き
　
八
月
二
十
五
日
e

 
〜
十
月
二
十
七
日
e
の
毎
週

　
木
曜
日
、
午
後
一
時
半
〜
三

　
時
半

◆
と
こ
ろ
　
し
づ
の
お
だ
ま
き

 
館

◆
募
集
人
員
　
十
五
人

◆
資
料
代
　
二
千
五
百
円

◆
締
 
切
　
八
月
二
十
二
日
b

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
洲

本
市
健
康
福
祉
館
内
三
階
1
２

４
・
３
８
５
０
）
へ
。
　

◆
種
 

目
　
1
防
衛
大
学
校
　

　
2
防
衛
医
科
大
学
校
　
3
看

　
護
学
生

◆
身
 
分
　
特
別
職
国
家
公
務

 
員

◆
応
募
資
格
　
1
、
2
高
卒
（
見
 
 

　
込
含
む
）
二
十
一
歳
未
満
の

　
男
女
、
3
高
卒
（
見
込
含
む
）

　
二
十
四
歳
未
満
の
男
女

◆
受
付
期
間
　
九
月
九
日
f
〜

　
三
十
日
f

▼
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
淡
路
募

集
事
務
所
（
1
２
４
・
２
４
４

９
）
か
、
市
役
所
総
務
部
総
務

課
（
1
２
２
・
３
３
２
１
内
線

３
２
２
）
へ
。

要
約
筆
記
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
生

ひ
ょ
う
ご
防
災

リ
ー
ダ
ー
講
座

受
　
　
講
　
　
生

自

衛

官

災

害

に

備

え

て

あ
な
た
は
何
を
し
ま
す
か
？

の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
で

あ

な

た

の

能

力

を

活

か

し

ま

せ

ん

か

石浜内科医院

石浜　義民  医師

パ
ー
セ
ン
ト



１５

　
こ
ど
も
へ
の
関
心
を
高
め
、

子
育
て
に
つ
い
て
考
え
る
契
機

と
す
る
た
め
　
こ
ど
も
の
い
る

風
景
　
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
 
象
　
県
内
在
住
、
在
勤
、
 
 
 

　
在
学
の
人

◆
応
募
規
格
　
▽
カ
ラ
ー
ま
た

　
は
白
黒
プ
リ
ン
ト
　
▽
ワ
イ

　
ド
四
つ
切
り
　
▽
応
募
点
数

　
自
由
　
▽
未
発
表
で
個
人
制

　
作
の
も
の

◆
応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
（
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 

　
り
が
な
）
、
年
齢
、
電
話
番

 
号
、
写
真
の
題
名
と
撮
影
場

 
所
、
撮
影
年
月
日
を
書
い
た

 
紙
を
写
真
裏
面
に
貼
付
し
、

 
郵
送
で
〒
６
５
０
 
８
５
６

　
７
（
住
所
記
載
不
要
）
兵
庫

　
県
健
康
生
活
部
健
康
局
健
康

　
増
進
課
保
健
指
導
係
へ
。

◆
締
 
切
　
九
月
九
日
f

▼
詳
し
く
は
、
同
係
（
1
０
７
８
・

３
４
１
・
７
７
１
１
内
線
３
２

５
１
）
へ
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
周
知

と
地
域
福
祉
の
推
進
を
進
め
て

い
る
　
社
協
　
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
「
社
協
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
出
店
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

◆
と
 
き
　
十
月
二
日
a
、
午

 
前
十
時
〜
午
後
三
時
（
雨
天

 
中
止
）

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
総
合
福
祉

 
会
館
駐
車
場

◆
ブ
ー
ス
数
　
三
十
ブ
ー
ス
（
一
 
 
 
 

　
ブ
ー
ス
四
 
×
二
 
程
度
）

 
申
込
先
着
順

◆
区
画
決
定
　
申
込
時
に
抽
選

 
を
行
い
ま
す
。

◆
出
店
料
　
一
口
五
百
円
を
共

 
同
募
金
へ
ご
協
力
下
さ
い
。

◆
募
集
期
間
　
九
月
一
日
e
〜

 

九
日
f
ま
で
（
土
、
日
曜
日

　
を
除
く
）
、
受
付
時
間
は
午

　
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で
。

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
1

２
６
・
０
０
２
２
）
へ
。

◆
締
切
り
　
九
月
十
日
g

◆
テ
ー
マ
　
我
が
家
の
交
通
安

　
全

▼
詳
し
く
は
、
　
日
本
交
通
福

祉
協
会
交
通
安
全
作
文
募
集
係

（
1
０
３
・
３
２
５
５
・
２
０

８
１
、

◆
と
 
き
　
1
八
月
二
十
六
日

 
f
、
2
一
月
二
十
日
f

◆
と
こ
ろ
　
1
南
あ
わ
じ
市
緑

 
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
2
津

 
名
健
康
福
祉
事
務
所

※
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
予
約
な
ど
詳
し
く
は
、
洲
本

市
健
康
福
祉
館
内
福
祉
課
福
祉

係
（
1
２
２
・
３
３
３
２
内
線

５
１
０
）
へ
。

「
こ
ど
も
の
健
康
週
間
」

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

第
十
一
回
社
協
の
つ
ど
い

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文

身
体
障
害
者
等
移
動
相
談

父：幸生さん（津田）

藤江　昂史　君　（平成１４年９月１１日生まれ）

たかふみ

わが家の　ホ ー プ

今月の納税今月の納税今月の納税今月の納税今月の納税

個人事業税の納税について個人事業税の納税について個人事業税の納税について個人事業税の納税について個人事業税の納税について

◆市民税県民税（普通徴収）　　　　  第２期
◆国民健康保険税          　　　　　　 第２期
◆介護保険料（普通徴収）  　　　　　第２期
◆納期　　　　　　　　　　８月３１日（水）
納税は便利、安全、確実な口座振替で

　　　　　　市役所総務部税務課

”

“

募集中！

募集中！

Kpi TennisKpi Tennis８月１５日～９月１５日まで

●テニススクール生
　　　初心者～上級者/ジュニア月会費７３５０円～
　入会金半額キャンペーン中！
●ナイター会員
　　オムニコート７面　月会費６３００円
　入会金無料キャンペーン中！

●テニススクール生
　　　初心者～上級者/ジュニア月会費７３５０円～
　入会金半額キャンペーン中！
●ナイター会員
　　オムニコート７面　月会費６３００円
　入会金無料キャンペーン中！
ケイ・プロジェクトインターナショナル株式会社

洲本市下加茂１－１－８６
TEL(0799) 26-0037

ON LINE SHOPPING MALL
http://www.yabuta.org/
ON LINE SHOPPING MALL
http://www.yabuta.org/

　個人事業税は、所得税、住民税とは別に、個人で事業を行う

人にかかる税です。第一期分の納期限は、８月３１日（水）で

すので、最寄りの銀行・郵便局など金融機関で納めましょう。

　また、納税には、便利な口座振替制度もぜひご利用ください。

　詳しくは、兵庫県淡路県民局（洲本県税事務所）（1２６・２

０３２）へ。

▼

相

談

”

“
メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

－

　
　
　
H
P
　http://w

w
w
.

koutsufukushi.or.jp

）
へ
。

８月２５日（木）（第４木曜日）
午前７時～正午

　 詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（1２２・

３３２１内線３４３）へ。

▼

（社）

健康で元気に育ってね。



　　
仕
事
や
家
庭
の
事
情
な
ど

で
現
況
届
の
手
続
き
が
お
済

で
な
い
人
は
、八
月
三
十
一
日

d
ま
で
に
手
続
き
を
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、す
で
に
送
付
し
て
い

る
、現
況
届
通
知
書
・
印
鑑
・
児

童
扶
養
手
当
証
書
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
福
祉
課（
1
２
２
・
３

３
３
２
）へ
。

　　
支
援
費
受
給
者
証
は
有
効

期
限
の
二
か
月
前
か
ら
継
続

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
支
援
費
を

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
継
続
申
請
の
手
続
き
を

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
福
祉
課
福
祉
係（
1
２
２
・

３
３
３
２
内
線
５
１
０
）へ
。

◆
対
象
者
　
戦
没
者
等
の
死
亡

　
当
時
の
ご
遺
族
で
、平
成
十

　
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、

　
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な

　
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場

　
合
に
、次
の
順
番
に
よ
る
先

　
順
位
の
ご
遺
族
の
お
一
人
　

　
1
弔
慰
金
の
受
給
権
者
　
2

 
戦
没
者
等
の
子
　
3
▽
父
母

　
▽
孫
、▽
祖
父
母
、▽
兄
弟
姉

　
妹（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

　
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
人
な

　
ど
は
除
か
れ
ま
す
）、
4
前
記

　
3
以
外
の
▽
父
母
、▽
孫
、▽

　
祖
父
母
、▽
兄
弟
姉
妹
　
5

　
前
記
1
か
ら
4
以
外
の
三
親

　
等
内
の
親
族（
戦
没
者
等
の

　
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
一
年

　
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

　
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

◆
支
給
内
容
　
額
面
四
十
万
円
、

　
十
年
償
還
の
記
名
国
債

◆
請
求
期
間
　
平
成
二
十
年
三

　
月
三
十
一
日
ま
で

◆
必
要
な
も
の
　
請
求
者
の
一

　
部
事
項
証
明（
洲
本
に
本
籍

　
が
あ
れ
ば
健
康
福
祉
館
で
発

　
行
可
）な
ど

▼
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、洲
本

市
健
康
福
祉
館
内
介
護
福
祉
課

総
務
係（
1
２
２
・
９
３
３
３
内

線
５
０
６
）へ
。

◆
対
　
象
　
旧
軍
人（
本
人
死

　
亡
の
場
合
は
そ
の
妻
）で
軍

　
人
恩
給
の
未
請
求
者（
公
務

　
員
退
職
な
ど
の
年
金
受
給
者

　
を
除
く
）。

◆
申
込
み
　
履
歴
申
立
書
に
住

　
所
・
氏
名
・
軍
歴
な
ど
を
記
入

　
し
終
戦
当
時
の
本
籍
地
の
都

　
道
府
県
援
護
担
当
課
に
提
出

◆
用
　
紙
　
洲
本
市
健
康
福
祉

　
館
内
介
護
福
祉
課
に
備
付
け

◆
恩
給
の
種
類
　
▽
普
通
恩
給

　
実
在
三
年
以
上
の
加
算
年
を

　
含
め
た
在
職
十
二
年
以
上
　

　
▽
一
時
恩
給
　
実
在
が
引
き

　
続
き
三
年
以
上
　
▽
一
時
金

　
実
在
三
年
以
上（
一
時
恩
給
・

　
一
時
金
は
支
給
一
回
限
り
）

▼
詳
し
く
は
、県
援
護
室
恩
給

係（
1
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７

１
１
内
線
２
９
９
７
、２
９
９
９
）

へ
。

１６

情報広場

身
体
・
知
的
・
児
童
の

支
援
費
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

軍

人

恩

給

の

受

給

資

格

を

調

査

し

ま

す

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

　
　
　
皆
さ
ん
へ

第
八
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の

　
　
　
皆
さ
ん
へ

現
況
届
け
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か

◆と　き　９月１０日（土）、午前８時３０分～

（小雨決行、荒天の場合は１１日（日）に順延）

◆ところ　城戸アグリ公園

◆内　容　　畜産共進会（乳牛・和牛）　　淡路ビ

　ーフの焼肉コーナー　　農産物・海産物などの青

　空市　　堆肥の無料配布など

　詳しくは、市役所産業振興部農政課（1２２・３

３２１内線２４２）へ。

▲

△ △

△

△

　平成１８年９月３０日～１０月１０日に、第６１回国民体育大会

「のじぎく兵庫国体」が開催され、洲本市ではバレーボール競技

（成年女子９人制）が行われます。

　本大会の開催に向けて、リハーサル大会を次の日程で開催します。

◆大会名　第６０回国民体育大会　近畿ブロック大会
　　　　　バレーボール競技（成年女子９人制）
◆と　き　８月２０日（土）～２１日（日）
◆日　程　１日目　午前１０時４５分～　アトラクション
　　　　　　　　　午前１１時～　　　　開始式
　　　　　　　　　午後１時３０分～　　試合開始
　　　　　２日目　午前１０時～　　　　試合開始
◆ところ　洲本市文化体育館

（マスコット：はばタン）

近畿２府４県の代表６チームが本年開

催される岡山国体の近畿代表を目指し、

熱戦を繰り広げます。国体の雰囲気を

ぜひ、会場で味わってください。



１７

２８０

写真
文

堀　田　　　久
（淡路昆虫研究会会長）

　
ブ
ド
ウ
ス
ズ
メ
は
、
胴
体
が

太
く
て
、
細
長
い
羽
を
持
つ
ス

ズ
メ
ガ
の
仲
間
で
す
。
年
二
回

の
発
生
で
、
成
虫
は
五
月
か
ら

八
月
に
か
け
て
見
ら
れ
、
灯
火

に
よ
く
飛
来
し
ま
す
。
全
体
に

黒
褐
色
で
、
前
羽
に
は
写
真
の

よ
う
な
模
様
が
あ
り
ま
す
。

　
幼
虫
は
尾
端
に
突
起
が
あ
り

体
は
太
い
円
筒
形
で
、
頭
も
胴

体
も
鮮
や
か
な
黄
緑
色
で
す
。

ヤ
ブ
カ
ラ
シ
、
ノ
ブ
ド
ウ
、
エ

ビ
ヅ
ル
な
ど
ブ
ド
ウ
科
の
植
物

の
葉
を
食
べ
て
成
長
し
、
体
長

は
八
 
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
成
熟
し
た
幼
虫
は
、
地
上
で

落
ち
葉
な
ど
を
綴
っ
て
さ
な
ぎ

に
な
り
ま
す
。
全
体
に
淡
褐
色

で
、
秋
に
さ
な
ぎ
に
な
っ
た
も

の
は
冬
を
越
し
ま
す
。

　
ブ
ド
ウ
ス
ズ
メ
は
、
北
海
道

か
ら
九
州
に
か
け
て
分
布
す
る

普
通
種
で
す
。
淡
路
島
で
も
各

地
で
見
ら
れ
ま
す
。

▲

平成１７年度　敬老会平成１７年度　敬老会平成１７年度　敬老会平成１７年度　敬老会平成１７年度　敬老会

ブドウスズメの成虫

TEL 26-1133

淡路ごちそう館 （みけつくに）御食国
御食国の宴会プラン承り中

私たちの住む淡路島の特産品を全
国へ宅配します。
いろいろ選んで詰め合わせる
「うまいもん」ギフトが好評!

おまかせコース　￥3,500（税込）～
料理長特選コース　￥5,000（税込）～

各種宴会、友人・家族の集まり、慶弔会席
など、様々な会食にご利用ください。

メインホールで貸切パーティを!
50人～200人まで各種パーティにご利用頂けます。

◆と　き　９月１９日（月）敬老の日

◆ところ　由良会場（洲本市立由良小学校）午前１０時～

　　　　　洲本会場（洲本市民会館ふれあいホール）午後１時

　　　　　３０分～

※満７５歳（平成１７年９月１５日現在）以上の対象者の人には、

　後日通知します。

※敬老会開催時、受付でお渡しし、親しまれてきた「洲本市長

　寿番付」は、個人情報の保護に関することから、このたび廃

　止することになりました。永年にわたりご支援・ご理解をあ

　りがとうございました。

　詳しくは、洲本市健康福祉館内介護福祉課（1２２・９３３３）

へ。

お中元に最適な商品を数多く
取り揃えております。

八
月
か
ら
「
年
金
相
談
」
が

予
　
約
　
制
　
に

　
毎
月
第
三
金
曜
日
に
明
石
社

会
保
険
事
務
所
の
職
員
に
よ
る

年
金
相
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
八
月
の
相
談
日
か
ら
は
、

予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
予
約
申
込
は
、
洲
本
市
役
所

市
民
課
国
保
年
金
係
へ
）
た
だ

し
、
受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
予
約
を
受
け
付
け
た

人
に
は
、
明
石
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
「
予
約
票
」
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
相
談
日
当
日

に
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
八
月
か
ら
、
淡
路
地

区
に
お
い
て
、
新
た
に
相
談
日

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
相
談
日
　
▽
毎
月
第
三
金
曜

　
日:

洲
本
市
民
会
館
、
▽
毎

　
月
第
一
金
曜
日
偶
数
月:

南

　
あ
わ
じ
市
南
淡
公
民
館
 
▽

 
奇
数
月:

淡
路
市
役
所
本
庁

 
舎

◆
予
約
締
め
切
り
　
相
談
日
の

　
十
日
前
ま
で
に
各
市
役
所
年

　
金
係
へ
。
▽
南
あ
わ
じ
市
（
1

　
０
７
９
９
・
４
３
・
５
０
２

　
３
）
▽
淡
路
市
（
1
０
７
９

　
９
・
６
４
・
０
０
０
１
）

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
国
保
年
金
係
（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
２
５
３
）

へ
。

◆
八
月
十
七
日
d

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半

 
洲
本
市
健
康
福
祉
館

◆
八
月
二
十
一
日
a

▽
午
前
十
時
〜
正
午
、
午
後
一

　
時
〜
三
時
半

 
大
野
公
民
館

◆
九
月
十
三
日
c

▽
午
前
九
時
半
〜
正
午
、
午
後

　
一
時
〜
四
時

 
三
洋
電
機
モ
バ
イ
ル
エ
ナ
ジ

　
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
1
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。

ブ
ド
ウ
ス
ズ
メ

セ
ンチ

献
血
日
程

１０月１日は、国勢調査の日です。１０月１日は、国勢調査の日です。１０月１日は、国勢調査の日です。
　国勢調査は、日本に住んでい

るすべての人を対象とした大規

模な統計調査です。調査結果は、

社会福祉、環境整備、雇用対策、

経済政策、交通計画など、みん

なが住みよいまちづくりのため

の基礎資料となります。調査員

が配布する調査票に１０月１日

現在の皆さんの状況を記入して

ください。

総務省統計局・兵庫県・洲本市

平成１７年１０月１日（土）
９月下旬から調査員がお伺いいたします。



市民交流センター　市民交流センター　市民交流センター　市民交流センター　市民交流センター　 電話.　２４・４４５０　　ケーブル有
FAX.　２４・４４５２

◆と　　き　　　９月～１１月［第２期］　
　　　　　　　　（週１回　全１２回）
　　　毎週水曜日　　初級　午後１時３０分～３時００分
　　　　　　　　　　中級　午後３時００分～４時３０分

◆と こ ろ　　　市民交流センター　体育室

◆定　　員　　　各クラス　１５人

◆受 講 料　　　６，０００円（全１２回分）

◆講　　師　　　中野　辰男先生　

　※そ の 他　　ラケット、室内用シューズを持参ください。

硬式テニス教室受講生募集硬式テニス教室受講生募集硬式テニス教室受講生募集

《 新着本紹介 》
｢ここで差がつくメモ術・手帳術｣

　大勝文仁／著　こう書房

｢おことば，戦後皇室語録｣

　島田雅彦／編著　新潮社

｢生まれる地名、消える地名｣

　今尾恵介／著　実業之日本社

｢モッタイナイで地球は緑になる｣

　ワンガリ・マータイ／著　木楽舎

｢Google検索の秘伝書｣

　持丸浩二郎・蒲生睦男／著

　シーアンドアール研究社

｢翼を持ったお巡りさん｣

　谷口凱夫／著　山と渓谷社

｢星の王子さまの本｣

　星の王子さまクラブ／編　宝島社

｢Goth 僕の章，夜の章｣

　乙一／著　角川書店

｢ジイジ，孫といた夏｣

　野依美幸／作　日本放送出版協会

｢ユビキタス社会のキーテクノロジー｣

　東倉洋一／著　丸善

《 行事のお知らせ 》
「淡路の自然セミナー」

　９月１７日（日）午後１時３０分から

「いっしょにおはなしかい」

　（０～３歳児対象）

　９月７日(水) 午前１１時から

「おはなし会」　（３～６歳児対象）

　９月１０日(土) 午後２時から

「もっとおはなし会」（小学生対象）

　９月１０日(土) 午後２時３０分から

「おりがみ教室」

　９月３日(土) 午後２時から

「つくってあそぼう！」

　９月１８日（日）午後２時から

※「おりがみ教室」「つくってあそぼ
う！」は定員４０人。参加申込は前日
まで。

１８

お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ

募集

９月から、硬式テニス教室〔第２期〕が始まります。

楽しくフラを
習ってみませんか
楽しくフラを
習ってみませんか

９月４日（日）午後２時開講
毎月２回　第１、第３日曜日　午後２時～３時
月謝　２０００円
ケ・アラスクールオブフラ　淡路教室
お問い合わせ　TEL・FAX　０７９９－２４－５７７７
　　　　　　　HP　０９０－３０８８－６０７３（多田）

洲本市民工房・ギャラリー

お国自慢プロジェクト展

◆とき　８月１７日（水）～３１日　

　（水）、午前１０時～午後６時

◆主催　洲本市民工房

淡路島アートフェスティバル２００５

全展

◆とき　９月３日（土）～３０日　　

　（金）、午前１０時～午後６時

◆主催　洲本市民工房

洲本市民工房・イベント

フォーラム・キャラバン＠淡路島

◆とき　８月２８日（日）、午後１時～

洲本市民工房・体験講座

特ダネを追え！

◆とき　９月１０日（土）

◆対象　小学生以上

フラへの誘い PART II
２００５年１１月１３日（日）
文化体育館文化ホール
（しばえもん座）
開場　午後２時
開演　午後２時３０分
クーハイ・ハラウ・オ・ケアラ
淡路公演実行委員会



お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ

１９

マタニティメイト（対象・妊婦）　
全教室、妊婦さん・ご家族同士の交
流を大切に開催しています！
「いのちって何だ」 
　◆とき　毎月第１～第４月曜日
　◆受付　午前９時００分～
　◆内容　母子健康手帳の交付
「お母さんは元気」  
　◆とき　８月１７日（水）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊娠中の栄養と歯科健診
「赤ちゃん大好き」  
　◆とき　９月１３日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊娠期の生理と過ごし方
「こんにちは赤ちゃん」　要予約
　◆とき　１０月　４日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　沐浴の練習
「おっぱいで育てたい」
　◆とき　１０月１８日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊婦体操

８月、９月の乳幼児健康診査・相談
を次のとおり行います。対象者には
問診票などを送付しますので、母子
手帳を持参し受診してください。
◆受　付　　乳児、１０か月、１歳
６か月健康診査、２歳児健康相談　 
午後１時～１時１５分
　３歳児健康診査　午後１２時４０分～１時
　７か月児相談　午前９時40分～午前９時50分

８月１７日（水）
（第３水曜日）

８月１８日（木）
（第３木曜日）

８月１９日（金）
（第３金曜日）

９月　１日（木）

９月　８日（木）

９月１５日（木）

９月１６日（金）
（第３金曜日）

９月２２日（木）

９月２８日（水）

７か月児健康相談（H１７年１月生）

２歳児健康相談（H１５年８月生）

１歳６か月児健康診査（H１６年１月生）

１０か月児健康診査（H１６年１０月生）

３歳児健康診査（H１４年６月生）

乳児健康診査（H１７年５月生）

１歳６か月児健康診査（H１６年２月生）

２歳児健康相談（H１５年９月生）

７か月児健康相談（H１７年２月生）

すくすく子育て相談　要予約
　ゆっくりと相談していただけるよう、
できるだけご予約お願いします。

　     乳児期　　　　　幼児期
  （１か月～１歳頃まで） 　（１歳頃～）
  ９月１４日（水）　９月　９日（金）
 午前９時３０分～ 　午前１０時～

歯科保健相談 
　◆とき　８月１７日（水）、９月
　　２８日（水）
　◆受付　午後１時～１時３０分。
　　フッ素塗布を同時に行います（予
　　約が必要、料金１，４８０円）。

成人健康相談 （糖尿病予防重点相談）
　◆とき　毎月第１、３月曜日、午
　　後１時～３時  （スタッフ　生活
　　習慣病予防指導士、栄養士）

法律相談  弁護士による相談。
◆と　き　９月７日（水）、９月２１日（水）
◆受　付　市役所市民相談係で電話によ
　る予約受付けをしています  1２２・
　３３２１内線３４５、３４６
◆ところ　総合福祉会館
行政相談
◆と　き　９月１４日（水）、午後１時
　１５分～
◆受　付　午後１時１５分～２時３０分
◆ところ　総合福祉会館
社会保険相談　　要予約
◆と　き　毎月第３金曜日、午前１０時
　～午後３時
◆ところ　市民会館
司法書士による無料法律・登記相談　　
　　　　　　　　　　　　　　　要予約
◆と　き　８月１６日（火）、午前１０
　時～正午
◆ところ　県洲本総合庁舎
司法書士による多重債務相談　　要予約
◆と　き　８月２２日（月）、午前１０
　時～正午
◆ところ　県洲本総合庁舎
　予約など詳しくは、司法書士野口泰嗣
事務所（1２６・３１２３）へ。
心配ごと相談（1２６・００２２）

◆と　き　毎月第１・２・３金曜日、
　午後１時～４時
◆ところ　総合福祉会館で。
＊電話での相談にも応じています
人権相談（1２２・０４９７）
◆と　き　毎週水曜日午前９時～午後
　４時
◆ところ　神戸地方法務局洲本支局人
　権相談室
家庭児童相談 （1２２・３３３２）
　０～１８歳までの子供の相談。
◆と　き　毎週月・火・木、午前８時
　３０分～午後５時１５分
◆ところ　洲本市健康福祉館
青少年相談（1２２・４５４７）
◆と　き　月～金曜日、午前９時～午
　後５時
専門医による心の相談（1２２・４５４７）
◆と　き　毎月第3水曜日、午後１時～
　３時
◆ところ　青少年センター
母子家庭相談 （1２２・３３３２）
◆と　き　毎週金曜日午前１０時３０分
　～午後５時
◆ところ　洲本市健康福祉館
高齢者相談 （フリーダイヤル０１２０・
３６・７８３０） 
◆と　き　月～金曜日、午前９時～午
　後５時３０分
◆ところ　淡路県民局
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成人健康相談 
◆と　き　毎月第２、４水曜日、第
　１、２、４金曜日
◆受　付　午後１時～１時３０分
こころのケア相談  要予約
精神病、痴呆、アルコールその他心
の相談など。
◆と　き　毎月第２火曜日、奇数月
　第４水曜日、午後１時３０分～
栄養表示基準制度相談　要予約
◆と　き　毎月第１、３月曜日、午
　前１０時～正午
栄養専門相談 　要予約
◆と　き　毎月１・３月曜日、午後
　１時～５時
人間ドック
◆と　き　火・木・金曜日、受付　
　午前９時～
◆ところ　洲本伊月病院
◆受　付　同病院（1２６・０７７
　０）へ。
◆料　金　１４，９９０円
　助成についてなど詳しくは、国保
の人は、市役所市民生活部市民課国
保年金係（1２２・３３２１内線２
５５）、社会保険などその他の人は、
市保健センター（1２２・３３３７）へ。

（保健所）（保健所）（保健所）（保健所）（保健所）
TEL.22-3541

◆とき　９月５日（月）、午後１時
　３０分～３時

◆内容　「骨粗鬆症の予防」について

▼

▼
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真夏の夜の祭典「淡路島まつり」開催真夏の夜の祭典「淡路島まつり」開催
第５８回淡路島まつりが８月５日～７日まで行われました。

初日２日目は踊り大会、３日目は花火大会が行われ

大輪の花火がフィナーレを飾りました。

篆刻講座　全１０回篆刻講座　全１０回 金繕講座　全８回金繕講座　全８回

絵画講座　全１０回絵画講座　全１０回 彫刻講座　全５回彫刻講座　全５回

　文字の成り立ち・布字・印刀の使い方を学び、実践してい

きます。

◆と　き　第１・３水曜日、午後２時３０分～４時３０分

　9/7, 9/21, 10/5, 10/19,11/2, 11/16, 12/7, 12/21, 1/4は休み, 　

　1/18,2/1

◆講　師　南岳　杲　先生

◆持ち物　エプロン、書道道具、鏡、歯ブラシ

◆料　金　１０，０００円（１回１，０００×１０回）

　金繕いとは陶器の欠けを漆で接着し金を施し修理する日本の

伝統技法です。特殊な薬品を使わずなおすので、修理した陶器

はまた実用に使えます。初心者の人でも取得できる技法です。

◆と　き　第２・４土曜日、午後１時３０分～４時３０分

　9/24, 10/8, 10/22, 11/12, 11/26, 12/10, 1/14, 1/28

◆講　師　安岡　八栄先生

◆持ち物　エプロン、茶碗など陶器のわれたもの、ティッシュ

◆料　金　１６，０００円（１回２，０００×８回）

　スケッチ・デッサン・油絵の具の扱い方を学び、油絵を制

作していきます。

◆と　き　第２・４金曜日、午後１時３０分～３時３０分

　9/9, 9/23, 10/14,10/28, 11/11, 11/25, 12/9,12/23, 1/13, 1/27

◆講　師　新家　保夫先生

◆持ち物　エプロン、ウエス、油絵セット

◆料　金　１０，０００円（１回１，０００×１０回）

　主にレンガなどを使った彫刻を制作します。味わいのある

彫刻が楽しめます。

◆と　き　第１土曜日、午後１時３０分～４時３０分

　9/3, 10/1, 11/5, 12/3, 1/7

◆講　師　桂　修先生

◆持ち物　エプロン、立体のモデル、金槌（貸出可）、細い

　鏨（貸出可）

◆料金　１０，０００円（１回２，０００×５回）

申込みなど詳しくは、洲本市民工房（1２２・３３２２）へ。▼

募集期間　８月２０日（土）～２８日（日）募集期間　８月２０日（土）～２８日（日）


